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押し下げ(%) 

限定シナリオ 
不透明感の大きさにより個人消費・個人投資が抑
制されるも、その大きさは世界経済危機時の4分の
1程度で比較的早期に消失。 

▲1.4
（2019） 

危機シナリオ 
不透明感・リスクプレミア大きく上昇。不透明感
の大きさは世界経済危機レベルとなるが、ピーク
に到達するまでの速度が遅く、消失も遅い。 

▲5.6 
（2019） 

短期的な経済的インパクトの予測は、研究機
関により幅があるが、概ね▲1.4～5.6%の影
響と見積もられている。置いている前提条件
の違いにより、試算は大きく異なる。 

危機シナリオの場合、2019年の世界全体の
GDPは▲0.3%程度下落。特に先進国への影
響大。限定シナリオの場合には▲0.1%程度下
落 

 １．英国経済への影響 

 ２．世界経済への影響 

英国のEU離脱の影響 


